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ドナーピラミッドの屋根裏部屋 共感が得にくい社会課題
のファンドレイジング

•難しい社会課題
•社会変革の手段
•支援の輪
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ファンドレイザー交流会

略歴 鎌倉フェローシップ
• 2004 KFF代表理事 鎌倉淳爾（かまくらじゅんじ）

• 認定ファンドレイザー（CF111）（沖縄）and PA

• 2019 FRJ価値向上プロジェクトに参加（公原さん、久津摩さん）

• リーダーシップよりフェローシップの未来（奨学金、仲間、知識共有）

• 子供の貧困、ジェンダー平等の社会課題解決のための奨学金

• 奨学金により大学から5回表彰。

• 2020 非上場株式の寄付（全国初）

• 2021 琉球大学学⾧賞

• 2022 琉球大学芳名板へ顕彰

• 「レバレッジ・ポイント」
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• 地元講演会（子どもの貧困）

WAW！の活動（ジェンダー平等）

ロースクール奨学金
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ドナーピラミッドの屋根裏部屋 共感が得にくい社会課題
のファンドレイジング

• 難しい社会課題（困難なファンド
レイジングー共感問題）

• 社会変革の手段（マクロ的の目的
もミクロ的な手段からー寄付）

• 支援の輪（資本が潤沢でないとき
に力とすべきものはー“フェロー
シップ”の色々な意味）
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ファンドレイザー交流会

難しい社会課題とはどんな社会課題
•大前提としての「共感」
⮕政治では民意、経済では景気、文化ではイズム
⮕共感を得にくいために支援を受けにくい、資金集めが困難な状況
⮕「共感を得にくい」の意味合い。その語弊。
ファンドレイジング：
●ミクロ（個人の行動）・・・単なる資金集め
●マクロ（公益の目的）・・・社会変革の手段としての資金集め
⮕「共感がある」「共感がない」に本来は左右されない。
⮕「マクロ目的」に「ミクロ行動」しかとれない。
（”レバレッジ”のポイントを考える。）
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ファンドレイジングにおける共感と公益
マクロの目的達成の手段としてファンドレイジングを行う？ “YES”

∵「公益」＝マクロレベルのもの（法律、税制 etc.）

実現の道には支援者の輪（共感）が必要か？ “YES”

∴「共感」＝社会全体で共有されるレベル

しかし、ファンドレイザーのミクロ行動とファンドレイジングのマクロ目的の間に断層あり

⮕社会変革の手段のファンドレイジングはマクロの公益目的。しかし、

⮕社会全体が受益者になる場合、個の顔が見えずらくなることも。

（動物愛護の事例）

⮕それにより共感が得にくい分野があればファンドレイジングはジレンマに。
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共感を得にくい社会課題の他のパターン
 ミクロ行動とマクロ目的のギャップ

→ 「千里の道も一歩から」

→ 常にファンドレイジングへのミクロの取り組みの圧力がある。

 当事者の減少（ニーズの斜陽）
→ 「日暮れて道遠し」

→ 事業、組織、財務の生まれ変わりが問われる。

 法律や制度に抵触（ニーズの逆行）
→ 個人の究極の信念が問われる。

 時代が来てない（ニーズの未明）
→ 継続力が問われる。

→ 今ある人を資産とし、知識、経験、支援の輪を蓄積できるか。
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今日の研究テーマ
では今、難しい社会課題
の解決を考える公益団体
は、その手段としてのファ
ンドレイジングをどう行うべ
きか？
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• マクロ目的にはマクロ財源の視点を
募金、CF、マンスリー、企業寄付と異なるが十分。
不動産や株式の寄付では、財源の恒久化も可能。
寄付者、受益者、寄付市場の全方位拡大
• 日本の税収・・・60～70兆円
• 社会変革のための補助、助成を得る：◎
• 但し、相続額（年間）40～80兆円
• ここからも社会変革は起こせる。
• 資産家のボトルネックは相続税、みなし譲渡所得※

※所説あり

⮕寄付に回せば青い海

結論の先だし

➡ 共感を得にくい社会変革の手段として、資金が流入する方法

➡ 個々の受益者の顔は見えにくくても、社会的共感を生む方法
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H３０年改正特措法４０条

「承認特例」によるみなし譲渡所得非課税措置を用いた

非公開株式寄付および、新事業創造

～社会変革の手段としてのファンドレイジングのために～
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全国に類のない成功事例

本ケースは，特措法40条の承認特例を用い，非公開株式（非上場株式）の公益

団体への寄付を成功させた他に類を見ない“最新事例”である

（２０２1.4.1現在、鎌倉調べ）

• 2018年の租税特別措置法第40条（特措法40条）改正により、みなし譲渡
所得の非課税措置のための承認特例の要件が大幅緩和。

• 非公開株式の寄付において，寄付者（相続人）／受贈団体（受益者）／
社会全体（寄付市場）にとってメリットがある寄付の扉が開かれた。

• フロンティア精神ある企業経営者には潜在需要があり、生前実行も可。

• 社会変革のためのファンドレイジングと相続問題がマッチングした。
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（どなたでも）

みなし譲渡所得とは
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（例）Wanny’s &Associates

1975年設立：1,000万円 2万株

株は、社⾧のJ氏、副社⾧M氏が個人所有

2023年時点で相続済み：評価額4,000億円

ビル、コンサート、F.C.、グッズ

1株の価値：500円が4万倍に（左図は4倍）

相続：非公開、中小企業（55%）

自社に譲渡：みなし配当（55％）

第三者に譲渡：みなし譲渡所得（20.315%）

非上場株式寄付：非課税

⮕相続財産からも消える
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遺贈はドナーピラミッドの最上階

2種類の遺贈
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• 包括遺贈⇒全て（負債も含む）
• 特定遺贈⇒選定資産（株式等）

3つの注意点（おさらい）

• 遺留分の侵害
• 売却できない場合
• みなし譲渡所得

その屋根裏部屋とは？
正確には遺贈ファミリーではないかもしれない
生前の計画的な贈与が主流となるため遺贈の部
屋の上にあるかないかわからない屋根裏
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地元紙記事
地元紙朝刊

現金の寄付
ではない
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K奨学金は鎌倉
フェローシップと
大学が共同で今年
正式に創設したも
ので、個人から大
学へ寄付された非
公開株式の配当を
原資とする全国で
も珍しい制度。

メリット：
・手放しやすい
・大口ドナーが多い
デメリット：
・受け入れにくい
・手続が煩雑

鎌倉4
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（ 遺贈の隠し部屋）
不動産
上場株式

非上場株式
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鎌倉4 鎌倉 フェローシップ, 2023/09/16
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遺贈の屋根裏部屋である理由

遺贈とは（おさらい） 非上場株式寄付では次も含まれる
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註：「遺贈寄付推進会議」の定義ではない

４．遺贈に準ずる生前の寄付

⮕ 生前に実行でき、遺贈と同じメリット。
⮕ 遺贈は「死」をはさんだ寄付になる？

「プランド・ギビング」とは、

寄付者が、遺言を含めて、自分の人生を通じた寄付
について計画的に実施すること。
→ 生きている人の行動をさすようにもよめる。
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しかし、終活における生前贈与には、寄付者も受
益者も満たされ、感謝し合えるメリットがある。

アメリカと日本では寄付体系が若干異なるはず。

AFP ICON2019セッション
で使われていたDonor Pyramid
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•

•
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非公開株式寄付を受け入れられる資格を持つ者
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個人⇒法人へ寄付

• 本人、家族、親友、個人
• 普通の会社
• 普通のNPO
• 一般財団
• 国立大学
• 公益財団
• 認定NPO

社会福祉法人。

そんな資産家はいない。
⮕相続額100兆時代到来。
⮕うち2割の方が遺贈に関心を持つ。

団体が小さくて無理。
⮕受け皿となる法人格がある。（共感？だけではない）
⮕受け皿となる事業がある。（受益者の顔？だけでない）

死はタブーに感じる。
⮕人生の集大成の社会貢献。
⮕意思尊重を適切に実現する社会。

難しそうだ。人が足りない。
⮕情報網、専門家、全国レガシー協会、、、、、
⮕プロジェクトマネージメントのための外部連携

死後だと感謝ができなくなる？
⮕生前贈与の可能性の高さ
⮕結果として、国から経営者人生へ最大のプレゼント

✖

✖
✖

✖
◎
〇

△
？
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フロー
• 解決のトリプルメリット

１、社会課題解決，２、相続問題，３、寄付市場拡大
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●全てを準備する場合，非常に手際良くやっても正味一年。
●事前準備：寄付の受入基金と公益目的事業があれば早い。

行政任せからの脱却、社会変革の手段として有効
©一般財団法人鎌倉フェローシップ 20

寄付者

免税益

非営利団体

受益者

社会

寄付市場
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受益団体フロー
（公益団体）

実務相関（プロジェクト・マネージメント・チャート）

ファンドレイザー（私）

（フィランソロピックアドバイザー）

税理士フロー

（株価計算・申請）

司法書士フロー

（種類株式発行・名義
書き換え・登記）

寄付者

（個人）

弁護士フロー

（実務全般）

国税庁

• 寄附株式の登記等

注意事項
• 会社法322条３項問題
• 持株関連会社、種類株主総会 等

• 財務諸表提出、税務署申請等

注意事項
• 類似業種比準価額の問題
• 株価算定根拠法規の問題 等

• 寄付者と受入団体間の調整等

• 全プレーヤーへ助言

ドナー中心主義をアシスト
（意思確認＋意思表示＋意思実現）
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• 基金設置／受入決定 等

• 全プロジェクトのマネージメント
• ゴールから逆算し、要件整理、タスク
切り出し、人的資源管理、リソース管
理、問題対応、期日完遂

⮕課税リスク関係の分配，覚書折衝，４カ
月ルール，3ヵ月ルール，２年ルール，事
業の永続性への責任 法務局（裁判所）

顧
問
弁
護
士

顧
問
会
計
士

監督官庁（文科省）

全てお任せ！

•

•

•

•
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•

•
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補足：支援の輪について
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株式も現金資産ではないが、もう一つお金ではない資産。
・ボランティア
・プロボノ
例えば、難しい社会課題で、共感も広がりきれない状態。
しかし、非常に中心となる協力者が数名いる。
⮕ファンドレイジングを継続する意義がある。
⮕今いる人が最大の資産となり、知識・経験のシェアがフェローシップに

KFFのしくみ20年間の間にわかってきたこと：
生々流転でも必ず支援の河になる。
最初は奨学生→何年も苦労して司法試験合格→ある年の奨学金選考委員に
→ある年の講演活動に登壇→非上場株式の寄付の交渉の調整役に
じっくり時間をかけたお酒は美味しくなる。「ゆっくり急げ」
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他法人への適用（非上場株式寄付）
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社会変革のためのファンドジング

共感を得にくい社会課題

屋根裏部屋

の探索

遺贈、生前贈与

非公開株式の寄付
を受ける

新しいサービス

をつくる（基金）

１年～５年余剰資
金で実施する

共感を得やすい社会課題

正攻法のファンド
レイジングを磨く

最大の備えは「受け皿」

マクロで永続的資金を繋ぐ

非上場株式寄付が福音？

ドナーピラミッド屋根裏部屋（まとめ）

現在の状態 本日のねらい
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早速、屋根裏部屋を探索

難しい社会課題のファンドレイジング

共感を得にくい社会変革の手段
個々 の受益者の顔が見えにくくとも共感を生み出す方法

例えば、非公開株式の生前寄付を一例として
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（C）みんちりえ
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ご
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あ
り
が
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う
ご
ざ
い
ま
し
た
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鎌
倉
淳
爾

孫子兵法
「激水の疾くして石を漂すに至る
者は勢なり」

• 何千年も前の中国の兵法家
• 古代の戦争の研究
• 現代の熾烈な戦いは富の配分
• その歪を正す戦いは社会変革
• 曰く「臨機応変」 Frも必要
• 環境は変化（生々流転）
• 小さな泡のような存在
• 大きな変革は人だが「勢」による
• 脆さ／強さ、無常／永続性の戦い
「非上場株式寄付」
「レバレッジポイント」
「フェローシップ」
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ご清聴ありがとうございました


